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ご 挨 拶 

 

 2020 年 3 月 25 日から京都にて開催予定であった日本薬学会第 140 年会は、残念ながら開

催を中止することとなりました。年会で発表・議論される内容を分かりやすく社会に周知す

ることは、日本薬学会広報委員会の重要な活動の一つであり、記者会見の開催や講演ハイラ

イトの編集と出版などを通じて年会をバックアップすべく、これまで作業を進めてきました。

我々を含め準備をしていた方々や、参加を予定していた方々は落胆されていることでしょう。

ただ組織委員会としても議論を重ねたうえでの、苦渋の決断であったことをご理解いただけ

ればと思います。 

 140 年会としては、プログラム集の発行と Web 要旨の公開をもって成立し、本年会での発

表自体も成立となります。ハイライト集に関しては中山組織委員長を中心に話し合った結果、

web 上でハイライト要旨を公開することになりました。組織委員会がセレクトした興味深い

発表や、最近注目を集めるテーマを中心にオーガナイザーが構成したシンポジウムに関して、

極力専門用語を使用することなくその中身と魅力を伝えるべく、広報委員会のメンバーも頭

をひねってキャッチフレーズや概説文作成をサポートしたものです。例えば報道関係の方が

ご覧になり興味を引く項目がありましたら、前述のプログラム集や Web 要旨にさかのぼるこ

とで情報を得て、発表者や関係者にコンタクトし内容を確認するなど、ご活用いただければ

幸いです。 

 現在様々なイベントが延期や中止となり、先の見通せない状況ではあります。そんな中、

日本薬学会は、少しでも社会に貢献できるよう日々活動を重ねています。その一端を本ハイ

ライト要旨で知っていただくと共に、引き続きご理解とご支援をいただければと思います。 

 

公益社団法人日本薬学会 広報委員長 佐藤康夫 
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系別一般学術発表演題数およびハイライト掲載数一覧 
 

 

系 分 類 演題数 掲載数 

化
学
系 

有機化学 516 5 

生薬学・天然物化学 328 3 

医薬化学 175 2 

物
理
系 

物理化学・生物物理 148 2 

分析化学 144 2 

放射化学 47 1 

生
物
系 

生物化学 407 4 

薬理学 367 3 

微生物学 107 2 

環
境
・衛
生
系 

衛生化学・公衆衛生学 173 2 

環境科学 60 1 

社会と薬学 13 1 

医
療
系 

薬剤学 140 2 

製剤学 162 2 

医療薬学 416 4 

社会薬学 109 2 

医療薬科学 114 2 

そ
の
他 

薬学教育 109 2 

薬学史とその他 38 1 

 
計 3,573 43 

（2019年 12月 8日現在） 

 


